
タクシーのご案内タクシーのご案内 宿泊のご案内宿泊のご案内
鵠戸1222
岩井3370-1
岩井3315-5

0297-35-1482
0297-35-0406
0297-36-4400

名　　　称 所 在 地 電 話 番 号
旅館あづま
さつき旅館
ホテルグリーンコア坂東

岩井4446-2
岩井3322-1
岩井4641
逆井2826-10
矢作105-5

0297-35-0061
0297-35-1031
0297-35-0069
0297-44-2163
0297-38-1128

名　　　称 所 在 地 電 話 番 号
岩井交通
大久保タクシー
大利根交通
沓掛交通
ナガツマ交通

守谷市

つくばエクスプレス「守谷駅」からバスで約40分
東武アーバンパークライン「愛宕駅」からバスで約30分

首都圏中央連絡自動車道「坂東IC」から約10分
常磐自動車道「谷和原IC」から約25分

久喜白岡

幸手

五霞

境・古河 首都圏中央連絡自動車道
坂東

常総

坂東市
ホームページ

坂東市
観光ガイドマップ

B a n d o  C i t y  G u i d e  M a p

https://bandokanko.jp/

2024.8月改定
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 さしま茶
　江戸時代初期から栽培が始まりました。
安政６年（1859）には海外に初めて輸出され、
生糸と並んで重要な輸出品目に数えられま
した。今では全国的に知られる香り豊かな
コクのある銘茶です。

 生鮮野菜
　坂東市は全国で有数の生鮮野菜の産
地です。中でも、レタス、夏ネギ、冬
春トマト、春ハクサイは茨城県の銘柄
産地及び推進産地の指定を受けるブラ
ンド品として人気を誇っています。

みんなでつくる
 やすらぎと生きがい
  賑わいのある都市

い

に ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま 　　ち

坂 東

坂東市は、水と緑につつまれた自然豊かな田園都市です。
茨城県南西部、都心から50㎞圏内に位置しています。
利根川をはさんで千葉県と接しており、茨城県の玄関口となっています。
1000年以上も昔、平将門公が坂東市内に拠点を築いたとされ、
國王神社や延命院、石井の井戸など、ゆかりの史跡が多く残されています。

坂東市は、水と緑につつまれた自然豊かな田園都市です。
茨城県南西部、都心から50㎞圏内に位置しています。
利根川をはさんで千葉県と接しており、茨城県の玄関口となっています。
1000年以上も昔、平将門公が坂東市内に拠点を築いたとされ、
國王神社や延命院、石井の井戸など、ゆかりの史跡が多く残されています。

Bando City Guide Map 

 米
　坂東市のコシヒカリは、肥沃な土
地の豊かな恵みを受けて育てられ、
しっかりとした旨みと粘りが特徴的
な大変おいしいお米です。市内では多
数のブランド米が生産されています。
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　坂東市では、旧岩井市の市制施行を記念して、郷土の英雄平将門公を現代に蘇らせようと、昭和47年から
「将門まつり」を開催しています。
　まつりは、國王神社のうっそうとした杉並木を総勢約100名の武者が「神田明神将門太鼓」の勇壮な響き
のなかを進み、武者の参詣シーンである戦勝祈願で始まります。
　歩行者天国の会場では、武者行列の出陣式が行われ、高校生・地元弓道連盟による弓道演武を始めとし、
殺陣演武ほか出陣の儀式が執り行われます。

　武者行列は、可愛らしい稚児行列とともに神田ばやし（県指定無形民俗文化財）のお囃子にのって歩行者天国を練り歩
きます。まつりの最後には、神田ばやしの山車が競演し、岩井将門太鼓、神田明神将門太鼓が加わりクライマックスに
達します。

Event

❶威風堂堂とした武者行列　　❷出陣式での一幕　殺陣演武　　❸将門太鼓の演奏が響く　　❹國王神社での戦勝祈願

❶

❷ ❸ ❹

【イベント情報】
開 催 日　例年11月第２日曜日（将門ハーフマラソンと同日開催）
場　　所　國王神社、坂東市岩井商店街（巻末マップ F-4）
アクセス　圏央道坂東ICより車で約10分、常磐道谷和原ICより車で約25分
駐 車 場　まつり専用臨時駐車場あり
問 合 せ　坂東市観光協会　0297（20）8666

❺武者行列に加わるお囃子の山車　　❻弓道演武競射　　❼菊姫と滝夜叉姫　　❽特別参加 相馬野馬追騎馬隊

〜
郷
土
の
英
雄
の
姿
を
現
代
へ
〜

坂
東
市
将
門
ま
つ
り

❺ ❻ ❼

❽
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ま
つ
り
を
楽
し
む

EventEvent

逆井城まつり
　逆井城跡公園を会場に開催する猿島地域の一大行事。
迫力満点の火縄銃演武は必見です。

地域の夏まつり
　夏の夜を賑やかに彩
るお囃子や太鼓、多彩
な模擬店は、季節の風
物詩となっています。

開催日　例年４月上旬開催　午前10時～午後４時
場　所　逆井城跡公園（坂東市逆井1262番地）（巻末マップ A-3）
駐車場　あり　会場周辺駐車場に巡回バス運行

【
ま
つ
り
情
報
】

❶戦国の時代背景を下に復元した二層櫓　　❷桜の下を歩く武者行列　　❸川越鉄砲隊による一斉掃射　　❹戦国時代をイメージした出陣式
❺岩井の夏まつり　　❻さしまの夏まつり　市内幼稚園児による和太鼓演奏

【さしまの夏まつり】
開催日　例年８月第１週　土曜開催
場　所　沓掛商店街・沓掛小学校（坂東市沓掛3775番地）
駐車場　あり（巻末マップD-5）

【岩井の夏まつり】
開催日　例年７月第４週　金曜・土曜開催
場　所　岩井商店街（国道354号線）
駐車場　あり（巻末マップF-4）

❶応援を力に変えて　　❷全力ダッシュの子どもたち　　❸将門マラソン　スタートの瞬間

問
合
せ
　
坂
東
市
観
光
協
会
　
0
2
9
7（
2
0
）8
6
6
6

❻

❶

❷ ❸

〜
将
門
の
里
を
駆
け
抜
け
る
〜

坂
東
市
将
門
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　将門公が拠点を築いたとされる岩井の地で開催しているハーフマラソン大会。
日本陸上競技連盟公認のコースとなっています。将門まつりと同日開催であり、秋晴れのさわやかな天気
の中を全国から集まった多数のランナーが駆け抜けます。

【イベント情報】
開 催 日　例年11月第２日曜日（将門まつりと同日開催）
場　　所　坂東市岩井地域内にコース設定（巻末マップF-4）
アクセス　圏央道坂東ICより車で約10分、常磐道谷和原ICより車で約25分
駐 車 場　参加者専用臨時駐車場あり
問 合 せ　坂東市将門ハーフマラソン大会事務局
　　　　　0297（35）1711

Bando City Guide Map 

❶ ❷

❸ ❹

❺
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自
然
と
親
し
む

Nature

菅生沼とコハクチョウ
県内最大級の自然環境保護区域に指定されている沼。冬期には
約300羽のコハクチョウが飛来し、冬を越すために過ごします。

県指定史跡　逆井城跡公園
今から400年以上前の戦国時代末期、後北条氏の
拠点として築かれました。芝生広場や桜の木々もあ
り、人々の憩いの場となっています。

場　所　茨城県坂東市および常総市　※両市に隣接
駐車場　あり　天神山公園（坂東市神田山511番地）
問合せ　坂東市観光協会　0297（20）8666 （巻末マップG-5）

【
菅
生
沼
】

❶菅生沼全景　　❷飛来したコハクチョウ　　❸菅生沼ふれあい橋　　❹公園内の様子　　❺復元された二層櫓　　❻にぎわう園内

❸❷

❶

時　期　例年10月下旬から３月上旬
羽　数　約300羽
問合せ　飛来状況については県自然博物館へお問合せください。
　　　　0297（38）2000
備　考　コハクチョウは大変警戒心の強い鳥です。観察するとき
　　　　は、驚かさないようにご注意ください。

場　　所　茨城県坂東市逆井1262番地（巻末マップA-3）
駐 車 場　あり
利用時間　午前９時から午後４時まで
　　　　　毎週月曜休館 ※櫓などには入れないが、施設内は常時開園
問 合 せ　坂東市観光協会　0297（20）8666

❶八坂公園のソメイヨシノ　　❷公園内に咲くハスの花　　❸歓喜寺の江戸彼岸桜　　❹城跡公園のベニサシマ
❺夜桜のライトアップ　　❻花見客でにぎわいます

❺❹

【コハクチョウの飛来】

❻

❷❶

❸ ❹

❺ ❻

八坂公園
ソメイヨシノなど400本のさくらが植えられ、花見の名所と
なっています。６月にはアジサイ、６月下旬から７月にかけ
てはハスの花が見ごろです。

歓喜寺（かんきじ）
歓喜寺境内に咲く江戸彼岸桜です。春の彼岸頃に見ごろとなり、
樹齢400年の大樹が見事な花を咲かせます。

逆井城跡公園
八坂公園と並ぶ名所であり、ベニサシマやソメイヨシノなど、
270本のさくらが植えられています。

場　　所　茨城県坂東市岩井3162番地（巻末マップF-4）
利用時間　常時開園　夜桜ライトアップ（３月下旬から４月中旬まで）
駐 車 場　あり

場　　所　茨城県坂東市辺田978番地　※境内は私有地です
利用時間　規定なし　夜桜ライトアップ（３月下旬から４月中旬まで）　
駐 車 場　あり　　　　　　　　　　　　　　（巻末マップG-5）

問合せ　坂東市観光協会　0297（20）8666

【
施
設
情
報
】

【
施
設
情
報
】

【
施
設
情
報
】

場　　所　逆井城跡公園　（巻末マップA-3）
利用時間　常時開園　夜桜ライトアップ（３月下旬から４月中旬まで）
駐 車 場　あり

【
施
設
情
報
】



猿島ばやし
　生子にある八坂神社の祭礼（毎年７月中旬）
ならびに神興渡御に奉納されるもので、江戸時
代初期から中期にかけて最も隆盛を極めたとい
います。県指定文化財。

沓掛香取神社本殿
　将軍吉宗の命によって行われた飯沼新田開発
に関連して建立されたといわれています。県指
定文化財。

神田山新田八幡神社
　誉田別命を祭神として、享保13年（1728）本村
の神田山村名主名越武右衛門らによって創建さ
れました。彫刻師、後藤縫之助による精巧な彫
刻が施されています。市指定文化財。

野口雨情の碑
　詩人野口雨情が、作曲家中山晋平と大正12年
５月12日にこの地を訪れ、詩を詠まれました。
（昭和33年11月30日記念碑建立）

中山茶顚翁の紀功碑
　茶業振興の先駆者、また初めて日本茶の外国
貿易を開いた元成翁の碑です。

高山古墳
　当地方ではめずらしい巨大な石棺がある古墳で、
1400年前とされています。曲玉、金環等は国立
博物館に保管されています。

親
鸞
の
遍
歴
の
旅
姿

阿
弥
陀
寺

実
如
上
人
の
真
筆

　
親
鸞
よ
り
八
代
目
の
蓮
如
上
人
が
親
鸞
聖
人

の
教
え
を
講
寺
や
門
徒
に
布
教
し
よ
う
と
し
て
、

自
分
の
考
え
を
も
入
れ
て
書
い
た
も
の
を
、
実

子
の
実
如
上
人
が
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。
県

指
定
文
化
財
。

阿
弥
陀
如
来
座
像

　
座
像
は
平
安
末
期
の
作
、

全
体
が
優
雅
な
仏
像
で
す
。

県
指
定
文
化
財
。

西  

念  

寺

聖
徳
太
子
の
絵
伝

　
妙
安
寺
は
親
鸞
聖
人
関
東
二

十
四
輩
第
六
番
の
旧
跡
で
、
前

身
は
推
古
天
皇
の
勅
願
に
よ
り

聖
徳
太
子
が
建
立
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
絵
伝
は
国

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
太
子
御
尊
像

　
太
子
十
六
歳
の
孝
養
の
像

で
、
衣
に
は
朱
色
と
黒
の
宝

相
華
文
の
文
様
を
置
き
、
美

豆
良
の
髪
型
で
そ
の
相
貌
は

や
や
あ
が
っ
た
大
き
め
の
両

目
を
刻
み
、
頬
は
肉
取
り
も

張
り
が
あ
っ
て
聡
明
な
太
子

の
相
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。
県
指
定
文
化
財
。

妙  

安  

寺

萬  

蔵  

院

金
剛
力
士
像

　
木
造
の
阿（
あ
）金
剛
、
吽（
う
ん
）金
剛
の
二
体
。

運
慶
の
作
と
い
わ
れ
、
渾
身
の
力
が
み
な
ぎ
る
様
は

鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
県
指
定

文
化
財
。（
普
段
公
開
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

萬
蔵
院
観
音
堂

　
桁
行
三
間
、
梁
間
二
間
で

本
体
の
三
方
に
回
縁
が
あ
り
、

屋
根
は
寄
棟
造
茅
茸
（
銅
板

を
上
面
に
被
せ
て
い
る
）
で

す
。
小
屋
裏
に
現
存
す
る
棟

札
に
よ
っ
て
建
築
年
代
を
寛

文
三
年（
一
六
六
三
）と
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

指
定
文
化
財
。

絹
本
著
色
曼
茶
羅

　
鎌
倉
時
代
中
後
期
の

作
で
、
絹
地
（
絹
本
）

を
金
泥
で
彩
っ
た
豪
華

絢
爛
な
も
の
で
す
。
県

指
定
文
化
財
。（
普
段
公

開
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

護
摩
壇・礼
盤・脇
机

　
護
摩
一
基
、
礼
盤
二
基
、

脇
机
五
基
。
護
摩
壇
は
密

教
で
、
護
摩
の
修
法
を
行

う
と
き
に
使
用
す
る
道
具

で
す
。
寛
永
十
年
（
一
六

三
三
）
の
銘
文
の
あ
る
貴

重
な
仏
具
で
す
。
県
指
定

文
化
財
。

延命院
　平将門公の胴
塚があり、将門
山と言われてい
る。市民の浄財
により顕彰碑と
東京大手町の首
塚より送られた
石塔婆が建てら
れています。 西念寺の泣き鐘

　平将門公がこの寺の鐘を陣鐘に使ったところ、
辺田村恋しと響くので、兵卒の士気が揚がらず、
寺に送り返したと伝えられています。

　「平将門公」は、今から1000有余年前、関八州を手中におさめ、自ら「新皇」と称した英雄です。
　天慶３年（940）２月14日、平将門公は坂東市岩井の北山の戦いで藤原秀郷、平貞盛ら連合軍に
敗れたとされています。（のちに「天慶の乱」という。）
　短い生涯を民衆とともに生きた「平将門公」を当時の政府は反逆者としました。國王神社に祀
られている「将門座像」（県指定文化財）は、寄木作り衣冠束帯姿で平将門公の娘「如蔵尼」が父
の33回忌に刻んだものと伝えられています。

御神体となっている座像國王神社
　平将門公を祭神とする神社で、平将
門公の三女如蔵尼が33回忌に父の姿を
刻んだ座像が御神体となっています。
拝殿・本殿・座像が県指定文化財。茨
城観光100選の一つ。

島広山
　承平５年（935）、平将門公がこ
こに石井の営所を築き軍事上の拠
点としたところです。

延命寺山門
　國王神社（延命寺の処）の別当寺
で、火災にあったが山門だけ残り
昔の面影をとどめている。市の文
化財。茨城観光100選の一つ。

富士見の馬場
　平将門公が馬の訓練をし、軍馬
や伝馬の市を開いたといわれる所
です。

石井の井戸
　平将門公が水に困っている時、
老翁が水を出してくれたという伝
説の井戸です。

一言神社
　平将門公
に井戸水を
出してくれ
た老翁が祀
られていま
す。

九重の桜
　平守明が紫宸殿前の桜を平将門
公ゆかりの地に分株したと伝えら
れています。

坂東市ふるさとガイドの会のみなさんが
ボランティアとしてご案内いたします。
詳しくは坂東市観光協会へお問い合わせ
下さい。☎0297－20－8666
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ト

Information

坂東市総合文化ホール　ベルフォーレ
オーケストラやピアノ演奏会などのイベントが行われる
音楽ホールがあり、図書館やアトリウムを併設していま
す。催しのご案内、チケット購入に関するお問合せなど、
お気軽にお電話ください。

坂東市観光交流センター秀緑
造り酒屋として利用していた酒蔵を改装し、現在
観光交流センターとして営業しています。屋台村
や木工、陶芸の体験教室もあり、週末は観光客で
にぎわいます。

場　　所　茨城県坂東市岩井5082番地 （巻末マップ Ｇー４）
利用時間　午前９時から午後10時まで
　　　　　（施設利用がない場合は午後５時まで）
　　　　　毎週月曜日休館　月曜祝日の場合翌日が休館
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（36）1100

❶ホール内部観客席　　❷ベルフォーレ全景　　❸郷土の歴史資料が展示されています　　❹郷土館ミューズ全景
❺秀緑内部の主屋　　❻秀緑に並ぶ屋台村

❶

❼迫力満点「動く恐竜展示」　　❽館内入口マンモス複製標本　　❾遊楽里フィットネスエリアの様子
10めぐみの里さしま全景　　11店内に並ぶ新鮮野菜

❻❺

❷

場　　所　茨城県坂東市沓掛4129番地 （巻末マップ Ｄー５）
利用時間　午前９時30分から午後６時30分まで
　　　　　１月１日から４日、８月15日は休館
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（44）0530

【
施
設
情
報
】

農産物直売所　めぐみの里さしま
市の特産品であるトマト・レタス・白菜・ネギを中心に、旬
の新鮮野菜を販売しています。

❼

11

❾❽

10

坂東郷土館ミューズ
郷土の歴史と文化を紹介する施設です。図書
館や天体観測ドーム、視聴覚ホールを併設し、
美術や歴史関係の企画展や天体観望等のイベ
ントを開催しています。

場　　所　茨城県坂東市山2726番地 （巻末マップ Ｃー４）
利用時間　平日　午前10時から午後６時30分
　　　　　土日・祝日　午前10時から午後５時
　　　　　※夏休み期間中は開館時間延長
　　　　　毎週月曜日休館　月曜祝日の場合翌日が休館　資料整理日年１回あり
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（44）0055

【
施
設
情
報
】

❸ ❹

場　　所　茨城県坂東市岩井3351番地 （巻末マップ Ｆー４）
利用時間　午前９時から午後10時まで
　　　　　（施設利用がない場合は午前10時から午後６時まで）
　　　　　毎週月曜日休館　月曜祝日の場合翌日が休館　
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（35）0002

【
施
設
情
報
】

場　　所　茨城県坂東市寺久1290番地 （巻末マップ Ｄー３）
利用時間　火曜日から土曜日　午前10時から午後９時30分まで
　　　　　日曜・祝日　　　　午前10時から午後９時
　　　　　毎週月曜日休館　月曜祝日の場合翌日が休館
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（20）9822

【
施
設
情
報
】

さしま健康交流センター　遊楽里
クリーンセンターで発生する余熱を活用した温泉とプールの
複合施設です。

ミュージアムパーク茨城県自然博物館
地球の誕生から現代まで、自然環境の視点からその歴史を学
ぶことのできる博物館です。平成29年にリニューアルされた
「動く恐竜展示」は迫力満点です。

場　　所　茨城県坂東市大崎700番地 （巻末マップ Ｉー５）
利用時間　午前９時30分から午後５時まで
　　　　　毎週月曜日、年末年始休館
駐 車 場　あり
問 合 せ　0297（38）2000

【
施
設
情
報
】

【
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設
情
報
】
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